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政府戦略等におけるCNFの位置づけ①

P103 5. 「新たな成長」を支える科学技術・イノベーションの開発・実証と社会実装

（5）生物や自然の摂理を活用した「環境・生命技術」の開発・実証と社会実装

（バイオマスからの高付加価値な化成品の生産）

森林資源等を原料とする高機能材料であるセルロースナノファイバーや改質リグニンは、自動車部材等の軽量化により燃費・効率の改善による
地球温暖化対策への貢献やプラスチック等の化成品のバイオマス度を高めることにより化石資源使用量削減につながる循環型社会の実現への
貢献が期待できる。

このようなバイオマス由来の化成品を様々な用途で活用していくため、開発・実証を推進し、様々な用途での活用につなげていく。

第六次環境基本計画（令和6年5月21日閣議決定）

P49 D. 運輸部門の取組（b）自動車単体対策

自動車部材の軽量化による燃費改善が期待できるセルロースナノファイバー、改質リグニン等の技術開発・社会実装等を進める

地球温暖化対策計画（令和7年2月18日閣議決定）

P67 （3）ビジョンに向けた対策・施策の方向性①森林 吸収源対策

セルロースナノファイバーや改質リグニン等の木質新素材の開発・実用化・普及を図る

P82 （1）技術のイノベーション⑪カーボンリサイクル・マテリアル産業

セルロースナノファイバー（自然由来で様々な5部素材の性能向上に寄与）等については、川下分野の戦略等を踏まえた開発を進め、
環境性能の高いマテリアルの普及拡大、市場の取り込みを目指す

パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略（令和3年10月22日閣議決定）



3

政府戦略等におけるCNFの位置づけ②

農林水産省・文部科学省・経済産業省・環境省で取組

P53 12. 林業の成長産業化と森林資源の適切な管理③木質バイオマスの利用促進等による新たな木材需要の創出

セルロースナノファイバー、改質リグニン等の新素材の研究開発・普及等を促進

農林水産業・地域の活力創造プラン（令和4年6月21日改訂）

P12 4. バイオエコノミー市場拡大に向けた施策（１）バイオものづくり・バイオ由来製品

１）市場領域全体の動向

バイオマス資源から、軽量ながら高強度など多様な特性を有するセルロースナノファイバー（CNF）や加工性が高く熱に強い改質リグニン等を製
造する技術が開発されており、これらは、元々の高分子の性質を活かした高機能素材としての可能性がある。

３）これまでの取組

（環境省）「革新的な省CO2実現のための部材や素材の社会実装・普及展開加速化事業」において、2020年度からCNFを活用した製品の
早期商用化に向けたイノベーションを支援。

（農林水産省）2021 年度から「戦略的技術開発・実証事業」において、木材や森林由来の成分を活用し、高機能・高付加価値化や化石
資源由来のプラスチック代替に資するCNF等の木質系新素材の開発・実証を支援。

バイオエコノミー戦略（令和6年6月3日統合イノベーション戦略推進戦略会議決定）
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CNFに関する環境省の最近の取組

事業化
●

製品化

2019年度まで
（一部2020年度）

2020年度から

高圧ホモジナイザー

設備導入補助（公募終了）

グラインダー

設備例

事業化の促進・CO2削減効果算定支援

NCM事業・NCP事業

森林 樹木

適用部材拡大

CNF CNF複合樹脂

CNF製品製造事業者が求める性能に沿ったCNF複合樹脂をマッチングさせていく

CNF製品（部材）

資料提供
京都大学生存圏研究所
京都市産業技術研究所

展示会でCNFの性能や環境省事業の成果を紹介する

CNFの
種類・
割合

製品例

自動車用
ホイール

CNF膜入り
合わせガラス

※脱炭素・循環経済の実現に向けたセルロースナノファイバー利活用ガイドライン www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html （後程紹介）

住宅・建材

家電

自動車

ガイドライン※の策定

CNF活用製品の
CO2排出削減効果や

リサイクル性を
評価・検証

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html
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NCV（Nano Cellulose Vehicle）プロジェクト ー木から作る未来のクルマー

樹脂素材
内装材・外装材の既存樹脂素材は
ほぼ全面的に代替

金属素材
外板（エンジンフード等）の可能性を見極め、
ボディ、エンジン、 構造部材へ発展

その他 ガラス等もCNFにより強化

事業期間 2016～2019年度

実施体制 京都大学ほか（21機関）

⚫ 100％CNFボンネットをはじめ13種類のCNF

活用部品を用い、16％の軽量化と11％
の燃費向上を達成！

⚫ 私道での100km/h走行を達成

⚫ コンセプトカー（最終試作車）を
2019年の東京モーターショーに出展。
環境省が作ったクルマを本格出展するのは初
（その後も年に数回展示会で出展）

目標
CNFを活用し、2020年に自動車を
10%程度軽量化させ、燃費を向上させる

CNFの最大限の活用に向けた取組

NCVプロジェクト事務局（京都大学） www.rish.kyoto-u.ac.jp/ncv/

https://www.rish.kyoto-u.ac.jp/ncv/
https://www.rish.kyoto-u.ac.jp/ncv/
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セルロースナノファイバー利活用ガイドラインの策定・公表

環境省ホームページ
www.env.go.jp/earth/ondanka/
cnf.html

◼ 概要版表紙 ◼ 概要版内容（一部抜粋）

事業期間 2020年度

実施体制 エックス都市研究所、デロイトトーマツコンサルティング、サステナブル経営推進機構

⚫ CNFの①概要 ②技術開発・製品化 ③環境省事業 ④リサイクル ⑤CO2削減効果 ⑥今後の利点や課題などを網羅的に
まとめたガイドライン（本体約120ページ、概要版8ページ）を作成、ホームページで公表

⚫ 基本的なことを知りたい方から事業化を考えている方まで幅広い読者が対象

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html
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NCM（Nano Cellulose Matching）事業・NCP（Nano Cellulose Promotion）事業

2020年度支援先 2021年度支援先 2022年度支援先 2023年度支援先 2024年度支援先

花王 アスペクト 花王 花王 花王 花王

SOLIZE エビス 吉川国工業所 吉川国工業所 吉川国工業 吉川国工業

トヨタ車体 デンソー タキロンシーアイ タキロンシーアイ タキロンシーアイ 吉野工業所

トヨタ紡織 ワカクサ 阪神プラスチックス工業 伊藤園 吉野工業所 伊藤園

小島プレス フロンティア アスペクト エンプラ 伊藤園 積水化成品工業

豊田合成 川口化成 SOLIZE 横井製作所 エンプラ 上山製作所

大和合成 上山製作所 トヨタ車体 アスペクト 横井製作所 山本光学

シマノ 山本光学 デンソー SOLIZE 積水化成品工業 ユニオン産業

小糸製作所 萩原工業 トヨタ紡織 トヨタ車体 積水成型工業 積水成型工業

凸版印刷 豊通マテックス 豊田合成 デンソー SOLIZE 島津製作所

FES 豊田通商 小糸製作所 トヨタ紡織 トヨタ車体 SOLIZE

小林製薬 利昌工業 豊田合成 デンソー トヨタ車体

小糸製作所 トヨタ紡織 デンソー

利昌工業 豊田合成 トヨタ紡織

小糸製作所 豊田合成

ワカクサ 小糸製作所

ワカクサ

ナノセルロースプロモーション
cnf-ncp.net

事業期間 NCM事業：2020年度、NCP事業：2021年度～

実施体制 京都大学、京都市産業技術研究所、サステナブル経営推進機構

⚫ 各社にCNFサンプルを提供し、複合樹脂の性能評価・CO2削減効果検証を実施

NCM事業・NCP事業支援先一覧

https://cnf-ncp.net/index.html
https://cnf-ncp.net/
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NCP事業からの製品化の例（製品運搬コンテナ）

豊田合成ホームページから引用（www.toyoda-gosei.co.jp/news/details.php?id=1121）

⚫ CNFを使用したコンテナ

⚫ 従来品より6%軽量化

⚫ ライフサイクル全体で6%のCO2削減

⚫ 自動車部品の製品へのステップ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/news/details.php?id=1121
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NCP事業からの製品化の例（自動車部品）

豊田合成ホームページから引用（www.toyoda-gosei.co.jp/news/details.php?id=1227）

⚫ オフロード車の部品に採用

⚫ 廃車部品からの再生材の強度を
CNFの添加によって向上

https://www.toyoda-gosei.co.jp/news/details.php?id=1227
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2024年度のNCP事業における実施内容

今年度は以下の展示会への出展とWebセミナーの開催を行い、CNFの普及啓発を行った。

日程 展示会名 開催場所

10月24日（木）～25日（金） ふじのくにセルロース循環経済国際展示会 ふじさんめっせ

10月29日（火）～31日（木） 高機能素材Week（サステナブルマテリアル展） 幕張メッセ

11月13日（水）～14日（木） おかやまテクノロジー展 コンベックス岡山

11月20日（水）～22日（金） 名古屋国際プラスチック工業展 ポートメッセなごや

12月4日（水）～6日（金） エコプロ2024 東京ビックサイト

12月17日（火） Cellulose Seminar 2024 Web



お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

革新的な省CO2実現のための部材や素材の社会実装・普及展開加速化事業

委託事業

これまで環境省が開発を主導してきた省CO2性能の高い革新的な部材や素材の

うち、GaNは半導体産業を含め、デジタル社会における一層の電化や遠隔化、効

率化を達成し、省エネという意味でもその重要性は増している。特に、生成AIの

普及に伴うデータセンターの需要の急拡大に対応する消費電力削減は喫緊の課題

である。また、半導体は経済安全保障推進法における特定重要物資の１つであり、

製造体制の国内回帰・サプライチェーンの強化が急務となっている。

CNFは、植物由来の次世代素材として、地域資源の活用・循環を図りつつ、製

品の軽量化・高強度化や高断熱化による省CO2化が期待される。

このため、本事業ではこれら革新的な省CO2性能の高い部材・素材を活用し、

実際の製品等への導入を図る事業者に対し、製品の早期実用化に向けたイノベー

ションを支援する。これにより、社会実装・普及展開の加速化を図ることでCO2

排出量の大幅な削減を可能とし、2050年カーボンニュートラルの実現に貢献する。

これまで環境省が開発を主導してきた窒化ガリウム（GaN）やセルロースナノファイバー（CNF）といった省CO2性能

の高い革新的な部材や素材は、AIやIoT等を活用したデジタル化の加速化や、地域資源の活用・循環を達成する上でも

それぞれ重要度が高まっている。このため、これら部材・素材を活用した製品の早期商用化に向けたイノベーションを

支援し、2030年までに社会実装を図りCO2排出量を大幅に削減することで、2050年カーボンニュートラルの実現に貢

献する。

環境省が実用化・製品化に向け実証してきた省CO2のための部材や素材の社会実装に向けた取組を支援します。

【令和７年度予算（案） 3,700百万円（3,800百万円）】

民間事業者・団体等

令和２年度～令和12年度

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策事業室 電話：0570-028-341

■委託先

事業イメージ

セルロースナノファイバー（CNF）

（出典：M. Mitov in Soft Matter 2013, 13, 4176-4206
the original artwork by Mark Harrington, Copyright 
University of Canterbury, 1996）

樹木

新素材を活用した省CO2製品

（出典：ナノセルロースフォーラム）

CNF

コンテナの軽量化等

大電流・高耐圧パワーデバイスを活用した省CO2製品

パワーデバイス

窒化ガリウム（GaN）

CNFを活用した車両部材

デジタル社会における様々
なデバイスに適用

ロボット
加工機械

電気自動車

ウェアラブル端末

リモートワーク
遠隔診療・教育

データ通信

地域資源活用可能

GaN基板

パワコン

省エネスマート家電
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循環経済に対するCNFの貢献への期待
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循環経済は、資源循環と成長の好循環を目指す新たな経済の概念

◼ 循環経済への移行は、資源や製品を経済活動の様々な段階で循環させることで、資源効率
性を上げ、新たな資源の採取、エネルギーの消費や廃棄物発生をミニマム化するとともに、その
循環の中で付加価値を生み出し、新たな成長の扉を開く鍵。

13

線形経済（リニアエコノミー）の限界

天然資源 大量生産 大量消費 大量廃棄

資源枯渇
資源採掘による環境負荷

廃棄による環境負荷
（海洋プラスチック、有害物質等）

資源の採掘から加工、廃棄に至るライフサイクルにおける大量の温室効果ガスの排出

循環経済への移行に関する取組は、
３Ｒの取組を経済的視点から見て、
資源循環を価値の源泉として捉えた
ものであり、
循環型社会を形成する方策の一つ

※2015年12月にEUがサーキュラーエコノミーパッケージ
において打ち出した新しい用語。
※循環経済の定義については、UNEA（国連環境総
会）など国際的な場においても議論されている。

地
方
創
生

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

産
業
競
争
力
強
化

経
済
安
全
保
障
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国家戦略としての循環経済への移行

環境
制約

GHGの大量排出
⚫ 排出量の約36％は資源循環が排出
削減に貢献できる余地 カーボンニュートラルの達成

生物多様性の保全環境汚染、地球温暖化、自然
環境（生物多様性）への影響

⚫ 資源採取や大量廃棄に伴う環境負荷
の増大

資源
制約

マテリアルの需給逼迫・枯渇懸
念

⚫ 新興国の経済成長
⚫ 資源の枯渇懸念

経済安全保障への貢献
短期的な供給ショック懸念

⚫ 際立って低い日本の自給率
⚫ 供給源が特定国に集中
⚫ 輸出制限のリスク

成長
機会

廃棄物分野のカーボンニュートラ
ル

⚫ 適正処理を前提に資源循環の加速化
⚫ 処理施設等の更新・効率化

産業競争力の強化
循環経済市場を
2030年までに
80兆円以上再生材の需要増

⚫ サプライチェーン上のリスク管理
⚫ 用途拡大・価値向上

地方
創生

人口減少・過疎化
⚫ 労働力不足
⚫ 東京圏への一極集中 雇用創出

地域経済活性化
産業の空洞化

⚫ 各地域に先進的な取組を行う静脈企
業が存在

◼ リニアエコノミーの下で我が国が直面する重要課題（CN等の環境制約、産業競争力、経済
安全保障、地方創生）に対して、循環経済への移行が有望な解決策。

14
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自動車産業の例：欧州ELV規則案による日本へのインパクト

自動車設計の循環性要件及び廃自動車管理
に関する規則（案）（欧州委員会）

⚫ 2023年7月、欧州委員会は、現行のELV
指令（End-of-Life Vehicle指令、廃自
動車指令）等を改正し、新たなELV規則案
を公表。

⚫ 施行6年後から（欧州委員会の事前検討
では2031年を想定）新車製造にプラスチッ
ク再生材25％(うち1/4はELV由来)の適用
義務化。

⚫ さらに、鉄鋼、次にアルミニウム、レアアース等
へリサイクル義務対象が拡大される予定。

【日本へのインパクト】

⚫ 設計/製造共通化や一括購買等により、
再生材使用は欧州向け以外の自動車も
含めてサプライチェーン全体での対応が
不可避

自動車メーカーA部品メーカーA
部品メーカーC

自動車メーカーB

自動車メーカーC

部品メーカーB

部品メーカーE

部品メーカーD

欧州販売

国内販売

国内販売

北米販売

再生材
使用

設計/製造を共通化

◼ 欧州が先行する規制の動き：自動車の再生プラスチック最低含有率の義務化等が盛り込
まれたELV（廃自動車）規則案が提案され、日本の自動車産業への影響が懸念
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自動車産業での再生プラスチックの量と質の確保が課題

◼ 自動車部品に再利用可能な廃プラの発生源・量・流通を把握し、質・量確保の攻め所の見
極めが重要

【量の確保】 【質の確保】

⚫ 自動車部品は人命に関わるため耐久品質確
保に尽力。一方、再生プラの品質はバラツキ
が大きく、要求スペックとギャップ。

⚫ また、リサイクルプロセスにおいて、規制前に使用
されていたPOPs※1を含む廃プラの選別も必
要。

⚫ 再生プラの質の向上のため、廃プラの高度選別
技術や物性/VOC・SOC※2/異物混入等の
分析装置に多額の投資が必要。

再生プラスチックは将来的に供給不足に

※ 以下を数値を用いて試算
◼ 乗用車国内生産量：約800万台（コロナ前水準）
◼ 1台あたりのプラスチック使用量：約150kg
◼ 再生プラスチック利用比率：25％

⚫ ELV規則案をベースにした場合、再生プラを国
内で約30万トン※確保する必要。一方、現状
で確保できる見込み量は約4万トン（2020年
時点。自動車から自動車への水平リサイクルは
ほとんど無い）

⚫ 現状、廃プラの6割はサーマルリカバリー（熱
回収）されており、マテリアルリサイクルはあまり
進んでいない。

再生プラスチックの質の向上も必要

※1 ストックホルム条約（POPs条約）により製造・使用等が規制され
ているPOPsの一部は、自動車等のプラスチックの難燃剤として使用
されてきた。

 （Persistent Organic Pollutants：残留性有機汚染物質）
※2 VOC：揮発性有機化合物（トルエン、キシレン、酢酸エチル等）

 SOC（Substances of Concern）：EUがELV指令・RoHS
 指令で規制する環境負荷物質（鉛、水銀、カドミウム等）
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目指す姿（イメージ）

◼ 「自動車向け再生プラスチック市場構築のための産官学コンソーシアム」の取り組みを通じて、質・量両面
からのアプローチにより高品質な再生材の流通量拡大を進めるとともに、再生材の価値訴求を通じて、再
生材市場の構築を進め、プラスチック資源循環を促進し、廃棄物の削減、リサイクル高度化を進める。

◼ 動静脈連携の取組を通じて、静脈産業・動脈産業※の双方における再生材の供給・利用の技術力を
向上させ、グローバルな資源循環ビジネスを牽引する。

【再生材原料の量の確保】

自動車由来およびその他由来の
再生原料の回収・リサイクル率を
高める

自動車向けに利用可能な再生
材の品質を見極め、需給双方か
らすり合わせを図る

【再生材の質の確保】 【再生材の市場拡大】

再生材の価値を社会に訴求し
再生材の利用率を高める

静脈産業の目指す姿 動脈産業の目指す姿

高度選別技術、コンパウンド技術を向上させ、動脈産
業へ安定的に再生材を供給し産業競争力を強化

リサイクル設計、再生材の使いこなし、ブランディング
力を向上させ、グローバルな競争力を強化

※本資料において、再生材供給側産業を「静脈産業」、再生材需要側産業を「動脈産業」と呼ぶ。

動静脈連携
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目指す姿（イメージ）

◼ 「自動車向け再生プラスチック市場構築のための産官学コンソーシアム」の取り組みを通じて、質・量両面
からのアプローチにより高品質な再生材の流通量拡大を進めるとともに、再生材の価値訴求を通じて、再
生材市場の構築を進め、プラスチック資源循環を促進し、廃棄物の削減、リサイクル高度化を進める。

◼ 動静脈連携の取組を通じて、静脈産業・動脈産業※の双方における再生材の供給・利用の技術力を
向上させ、グローバルな資源循環ビジネスを牽引する。

【再生材原料の量の確保】

自動車由来およびその他由来の
再生原料の回収・リサイクル率を
高める

自動車向けに利用可能な再生
材の品質を見極め、需給双方か
らすり合わせを図る

【再生材の質の確保】 【再生材の市場拡大】

再生材の価値を社会に訴求し
再生材の利用率を高める

静脈産業の目指す姿 動脈産業の目指す姿

高度選別技術、コンパウンド技術を向上させ、動脈産
業へ安定的に再生材を供給し産業競争力を強化

リサイクル設計、再生材の使いこなし、ブランディング
力を向上させ、グローバルな競争力を強化

※本資料において、再生材供給側産業を「静脈産業」、再生材需要側産業を「動脈産業」と呼ぶ。

動静脈連携

• バージンプラスチックと比べて性能が低下するリサイクルプラスチッ
クの補強のためのCNF活用に期待。

• 求められる性能によってバージンプラスチック、リサイクルプラス
チックのいずれが適するか見極めつつ、自動車分野における社
会実装が加速化すると考えられる。



お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

脱炭素型循環経済システム構築促進事業

事業イメージ

委託事業、間接補助事業（補助率１／３，１／２）

・ 本事業では、化石由来資源プラスチックを代替するバイオプラスチック等の再生可能

資源（バイオマス・生分解性プラスチック、紙、CNF、SAF及びその原料等）への転

換・社会実装化のための技術実証等を行う。

・具体的には、活用可能性があり循環経済への寄与度が大きいものの、これまで脱炭素

の観点を考慮した資源の活用が十分に進んでいない、①複合素材プラスチック・廃油、

②再エネ関連製品（太陽光パネル・リチウム蓄電池等）やベース素材（金属やガラス

等）、③生ごみ・セルロース系廃棄物のバイオマスといったリサイクル困難素材に着

目し、これら資源の徹底活用に向けて、循環経済アプローチを通じたカーボンニュー

トラルの実現に貢献する技術の社会実装に向けた実証を行う。

・ 静脈産業の温室効果ガス排出量の算定は、様々なセクターにおけるScope3の把握・

精緻化に広く貢献することから、算定方法に関するマニュアルの策定等を行う。

 また、脱炭素と資源循環を効果的・集中的に進めるために、資源循環システムを

類型化し、脱炭素型のシステム要件・基準を策定する。

廃棄物・資源循環分野の脱炭素化を進めるために重点的に取り組むべき使用済み製品・素材について、省CO2型リサイ

クルプロセスの社会実証等に取り組み、循環経済（サーキュラーエコノミー）アプローチを通じたカーボンニュートラ

ルの実現に貢献する。

脱炭素化に資する資源を徹底活用する技術の社会実装に向けた実証事業を行います。

【令和７年度予算（案） 4,000百万円（4,672百万円）】

民間事業者・団体、大学、研究機関等

令和5年度～令和9年度

環境省環境再生・資源循環局総務課リサイクル推進室 （03-6205-4946）、容器包装・プラスチック資源循環室（03-5501-3153）、資源循環ビジネス推進室 （03-6205-4947）

廃棄物規制課 （03-6205-4903） 廃棄物適正処理推進課（03-5521-9273） 水・大気環境局海洋環境課海洋プラスチック汚染対策室（03-6205-4934）

■委託先・補助対象



お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

脱炭素型循環経済システム構築促進事業のうち、
（１）プラスチック等資源循環システム構築実証事業（一部農林水産省連携事業）

事業イメージ

委託事業、間接補助事業（補助率１／３、１／２）

・これまで一部製品分野における代替素材への転換、単一素材の製品のリサイクルが進んで

きたところ。

・今後国内の廃プラスチック等を可能な限り削減し、徹底したリサイクルを実施するために

は、その他多くの製品分野における代替素材への転換、複合素材等のリサイクルの実現が

不可欠であることから、スタートアップ企業が行うものを含め以下の事業を実施する。

① 化石由来資源からバイオプラスチック等への転換・社会実装化実証事業

従来化石由来資源が使われているプラスチック製品・容器包装、海洋流出が懸念されるマ

イクロビーズや、航空燃料等について、これらを代替する再生可能資源（バイオマス・生分

解性プラスチック、紙、CNF、SAF及びその原料等）に転換するための省CO2型生産インフ

ラの技術実証を強力に支援する。

② リサイクル困難素材等のリサイクルプロセス構築・省CO2化実証事業

複合素材プラスチック（紙おむつ、衣類等含む）、廃油等のリサイクル困難素材等のリサ

イクル技術の課題を解決するとともに、リサイクルプロセスの省CO2化を強力に支援する。

① 廃棄物・資源循環分野からの温室効果ガスの排出量の多くを廃プラスチックや廃油の焼却・原燃料利用に伴うCO2が占めて
いる。カーボンニュートラルを実現するためには、化石由来資源が使われているプラスチック製品やプラスチックの使用量
の削減、航空燃料等のバイオマス由来等代替素材への転換、複合素材プラスチックや廃油等のリサイクル困難素材のリサイ
クルが不可欠。

② このため、廃プラスチックや廃油等のリサイクルプロセス全体でのエネルギー起源CO2の削減・社会実装化を支援し、脱炭
素型資源循環システムの構築を図る。

プラスチック等の化石由来資源から代替素材への転換、リサイクル困難素材等のリサイクルプロセス構築の支援により省CO2化を加速
します。

民間事業者・団体、大学、研究機関等

令和５年度～令和９年度

環境省環境再生・資源循環局総務課容器包装・プラスチック資源循環室 電話：03-5501-3153

廃棄物規制課 電話：03-6205-4903 水・大気環境局海洋環境課海洋プラスチック汚染対策室（03-6205-4934）

■委託先・補助対象

再資
源化

廃棄

消費

製造

②リサイクル困難な
未利用資源活用、リ
サイクルプロセスの
CO2削減

①生分解性素材の活用

流
出

①廃棄物等バイオマ
ス徹底活用、製造エ
ネルギー・化石由来
資源の削減

・再生可能資源増加
・化石由来資源削減

脱炭素型循環経済システムの構築




	スライド 1: 環境省のCNFに関する取組紹介
	スライド 2: 政府戦略等におけるCNFの位置づけ①
	スライド 3: 政府戦略等におけるCNFの位置づけ②
	スライド 4: CNFに関する環境省の最近の取組
	スライド 5: NCV（Nano Cellulose Vehicle）プロジェクト　ー木から作る未来のクルマー
	スライド 6: セルロースナノファイバー利活用ガイドラインの策定・公表
	スライド 7: NCM（Nano Cellulose Matching）事業・NCP（Nano Cellulose Promotion）事業
	スライド 8: NCP事業からの製品化の例（製品運搬コンテナ）
	スライド 9: NCP事業からの製品化の例（自動車部品）
	スライド 10: 2024年度のNCP事業における実施内容
	スライド 11
	スライド 12: 循環経済に対するCNFの貢献への期待
	スライド 13: 循環経済は、資源循環と成長の好循環を目指す新たな経済の概念
	スライド 14: 国家戦略としての循環経済への移行
	スライド 15: 自動車産業の例：欧州ELV規則案による日本へのインパクト
	スライド 16: 自動車産業での再生プラスチックの量と質の確保が課題
	スライド 17: 目指す姿（イメージ）
	スライド 18: 目指す姿（イメージ）
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21

